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日
本
中
国
友
好
協
会
の
目
的

は
、
日
中
不
再
戦
（
資
料
１
）
で

す
。
岡
山
支
部
は
、
総
会
議
案
書

で
「
憲
法
改
悪
に
反
対
し
『
憲
法

を
守
り
生
か
そ
う
』
と
い
う
声
を

国
民
の
過
半
数
に
し
ま
し
ょ
う
。
」

と
明
記
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
０
９

年
度
か
ら
「
日
中
不
再
戦
は
、
憲

法
９
条
を
生
か
す
道
」
と
の
立
場

で
運
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

 

そ
れ
だ
け
に
５
月
３
日
、
安
倍

首
相
の
「
憲
法
９
条
に
『
自
衛
隊
』

を
条
文
に
加
え
、
存
在
を
明
記
す

る
第
３
項
を
設
け
る
、
２
０
２
０
年

の
施
行
を
め
ざ
す
」
と
の
発
言
は
、

断
じ
て
許
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。 岡

山
支
部
は
、
太
極
拳
、
中
国

語
講
座
、
き
り
え
教
室
な
ど
の
文

化
活
動
、
最
近
で
は
「
理
解
は
絆

を
強
く
す
る
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
中
国
百
科
検
定
な
ど
で
対
中

感
情
の
改
善
に
と
り
く
ん
で
い
ま

す
。 今

年
は
、
日
中
国
交
正
常
化

４５
周
年
、
盧
溝
橋
事
件
８０
周
年

で
す
。
節
目
の
年
に
開
催
さ
れ

る
、
第
６６
回
の
全
国
大
会
や
、
岡

山
支
部
総
会
を
成
功
さ
せ
、
憲

法
９
条
を
守
り
抜
き
、
日
中
両
国

民
の
友
好
連
帯
の
た
め
に
頑
張
り

た
い
と
決
意
し
て
い
ま
す
。 

 

中国語講座 

”みんなで楽しく中国語” 
 

主催：日中友好協会倉敷支部 

                          
 日本と中国は「一衣帯水」の隣国。「ニー
ハオ」と「こんにちは」を話せるとすぐコミュ

ニケーションができると思います。日常の

挨拶から様々な場面における中国語、そ

して、中国の風俗習慣や飲食文化体験な

ど、みんなで楽しく学びましょう。 

 

講師 廣本れい先生 

場所 くらしき健康福祉プラザ 

基本は 301 研修室(当日入口で確認の事) 

時間 １８時 30分～２０時 

開講予定日 基本は第 1・3水曜日  

変更があります下記を確認してください。 

 6/7(水)  6/21(水) 7/5(水) 7/19(水)   
月謝 1,500 円 見学１回無料   

お問い合わせ 

 〒712-8031  

岡山県倉敷市福田町浦田２４６１－４５ 

事務局長 太漏澄夫(たろう) 

℡・Fax 086-455-7800  

携帯 090-7994-3067 

E-mail  nicchukurasiki@minos.ocn.ne.jp 

 

日
本
と
中
国
が
再
び
戦
う
こ
と
が

な
い
よ
う
、
日
本
国
民
と
し
て
平

和
と
民
主
主
義
の
立
場
に
立
っ

て
、
日
中
両
国
民
の
相
互
理
解
と

友
好
を
深
め
、
平
和
５
原
則
（
１
、

領
土
・
主
権
の
相
互
尊
重
、
２
、
相

互
不
可
侵
、
３
、
内
政
不
干
渉
、

４
、
平
等
互
恵
、
５
、
平
和
共
存
）

に
も
と
づ
く
両
国
関
係
の
発
展
に

寄
与
し
、
ア
ジ
ア
と
世
界
の
平
和

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。 

 

◎
第
６６
回
全
国
大
会 

６
月
３
日
（
土
）
、
４
日
（
日
） 

東
京
都
内
で
開
催 

岡
山
支
部
か
ら
曽
田
・
丸
山
理
事

が
参
加 

倉
敷
支
部
か
ら
太
漏
事
務
局
長
が

参
加 

◎
岡
山
支
部
総
会 

６
月
２３
日
（
金
）
１４
時
～
１６
時 

岡
西
公
民
館
で
開
催 

◎
倉
敷
支
部
総
会 

６
月
２４
日
（
土
）
午
前
１０
時
半
～ 

倉
敷
健
康
福
祉
プ
ラ
ザ
で
開
催 

 

＊
な
お
、
両
支
部
と
も
支
部
共
催

で
大
西
広
先
生
の
講
演
会
（
同
封

チ
ラ
シ
参
照
）
を
予
定
し
て
い
ま

す
。 

 

日
中
友
好
月
間 

 

（
資
料
１
） 

（目
的
） 

第
２
条 

こ
の
会
は
、
日
本
政
府
の
行
為

に
よ
っ
て
中
国
へ
の
侵
略
戦
争
が
起

こ
さ
れ
た
歴
史
を
教
訓
と
し
て
、

2417

？ ？ 

 

 

 

第７回「孟子」を読む 
離婁篇 

弓田 盛樹 
 この篇の構成は、全体として一つにまとまっているというよりは、孟子の言行

録といった趣があります。その中で、孟子の考える仁政とは何かを端的にまと

めた箇所があるので紹介します。 

 孟子は、「桀と紂が天下を失ったのは、その民を失ったからだ。民を失うの

は、民心を失ったからだ。天下を手にするには、民を得ることだ。民を得るに

は、民心を得ることだ。そのためには、民の望むことを行い、民が嫌がることは

しないことだ」と述べます。 

 民衆の満足を得てこそ、天下人となることができ、そのためには、民衆の欲

するところ、憎むところを見極めることが大切だということです。民衆の要求・

欲求にかなった政治が仁政です。民のための政治を行うことの大切さを説い

ているのです。こうした孟子の主張はいたるところで語られています。この考

えが孟子全体を通して説かれているといっても過言ではないくらい、孟子の

政治思想の根幹です。 

 しかし、世間一般的には物事の善悪を図り、常に正しい選択をすることなど

できないという、いわば必要悪のような考え方が主流を占めています。孟子は

道徳の価値は認めても、自分には遠く及ばないと実践しない人物を自棄者と

言います。ちなみに、道徳を無価値と蔑むもののことを自暴者といっていま

す。今日の自暴自棄は孟子に由来します。 

 そして、孟子は仁の実践は誰にでもできることであるとして、「道は近いとこ

ろにある。しかし、多くは遠くに求める。簡単なことから始めればいいのに、多

くは難しいことから始めようとする。親を敬い、年長者に学ぶことから始めよ」と

言います。家族主義を重んじる儒教にとって、道徳の実践が身近な日常生活

にこそあるというのは重要な教説です。 

 同時に儒教においては礼が重要視されます。礼といえば、下位の者が上位

の者に接する際の規律と考えられがちです。しかし、上位者にも上位者とし

てふさわしい立ち居振る舞いが厳しく求められるのが儒教です。 

 つまり、親は親として子に対して接することがなければいけないということに

なります。現代社会において、少年犯罪や問題のある子とされる子どもたち

は家庭事情に何らかの困難があるというケースが往々にして見受けられま

す。家庭環境が荒んだものであれば子どもの生育にいい影響はありません。 

 天下（国家）の根本は家族・家庭であるという孟子の主張を、戦前の家父長

制に基づいた家制度とストレートに結び付け考えるのではなく、子どもの発育

と結び付けて考えることで現代的な解釈が可能となるはずです。 つづく 
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次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

６
月
１
日
（木
）午
後
１
時
半
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

小林 

曽田 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

す
。
今
ま
で
風
が
吹
い
て
も
、
猛

暑
、
寒
い
冬
で
も
欠
席
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

先
生
の
お
か
げ
で
日
本
語
の
勉

強
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
知
識
を

学
び
ま
し
た
。
先
生
方
は
、
私
た

ち
を
い
ろ
い
ろ
な
場
所
へ
見
学
に
連

れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

日
中
友
好
に
貢
献
し
た
岡
崎

嘉
平
太
先
生
記
念
館
、
児
島
の
野

崎
旧
住
居
、
岡
山
城
歴
史
文
化

遺
産
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。
日

本
歴
史
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

み
ん
な
に
日
本
語
を
ア
ッ
プ
さ
せ

る
た
め
に
、
見
学
が
終
わ
っ
て
か

ら
、
先
生
は
み
ん
な
に
感
想
を
書

か
せ
ま
す
。
と
て
も
興
味
深
い
で

す
。 ４

年
あ
ま
り
勉
強
を
し
て
い
ま

す
、
日
本
語
は
前
よ
り
上
手
に
な

り
ま
し
た
。
簡
単
な
日
本
語
で
話

が
で
き
、
そ
の
う
え
日
本
語
で
感

想
を
書
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。≪

中
国
帰
国
者
の
日
本
語
教
室
の

供
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
そ
れ

ぞ
れ
の
日
本
語
教
室
の
皆
さ
ん
は

終
始
変
わ
ら
ず
、
た
ゆ
ま
ず
頑
張

り
ぬ
く
日
本
語
学
習
を
し
て
い
ま

す
。
み
ん
な
は
ま
だ
深
く
体
得
し

て
い
な
い
の
で
、
就
職
す
る
の
は
難

し
い
、
病
院
へ
行
っ
て
診
察
を
受
け

る
の
は
も
っ
と
難
し
い
で
す
。 

日
本
に
来
て
か
ら
、
多
く
の
こ

と
は
自
分
で
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
た
め
と
て
も
悩
み
を
感

じ
て
い
ま
す
。
自
分
の
こ
と
は
自

分
で
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
、
数
年
前
か
ら
芳
田
日
本
語
学

習
講
座
に
来
て
い
ま
す
。
日
本
語

の
勉
強
は
、
毎
週
２
回
勉
強
し
ま

の
楽
器
を
弾
い
た
り
、
自
分
の
故

郷
の
作
文
を
読
ん
だ
り
し
て
い
ま

し
た
。
私
も
実
際
参
加
し
た
交
流

会
の
機
会
で
、
自
分
の
国
の
文
化

を
伝
承
し
て
、
た
く
さ
ん
の
友
達

が
で
き
た
の
で
、
非
常
に
い
い
経
験

で
し
た
。
日
本
に
来
て
日
本
語
教

室
で
日
本
語
だ
け
で
な
く
、
中
国

の
良
さ
を
日
本
人
に
知
ら
せ
て
、

日
本
の
文
化
も
学
ん
で
、
親
切
に

し
て
い
た
だ
い
て
本
当
に
心
か
ら

感
謝
し
て
い
ま
す
。 

黒
田 

 

て
も
ら
い
た
い
。
こ
の
こ
と
が
私
の

一
番
の
希
望
で
す
。 

益
田
桜
子 

 

日
本
語
教
室
の
展
示
を

見
た
感
想 

今
回
は
、
各
日
本
語
教
室
が
中

国
帰
国
者
の
授
業
、
交
流
会
、
文

化
体
験
活
動
な
ど
風
景
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

皆
は
そ
れ
ぞ
れ
の
と
こ
ろ
か
ら

き
て
、
日
本
語
教
室
で
集
ま
っ
て
、

日
本
語
を
勉
強
し
、
そ
の
上
に
、

い
ろ
い
ろ
な
交
流
会
と
文
化
活
動

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
日
本
語
教

室
の
勉
強
で
日
本
語
が
だ
ん
だ
ん

う
ま
く
な
っ
て
、
日
本
語
能
力
試

験
Ｎ
３
を
取
っ
た
人
が
何
人
も
い

ま
し
た
。
私
も
今
年
の
７
月
の
日

本
語
能
力
試
験
を
頑
張
っ
て
い
る

が
、
日
本
語
が
難
し
い
の
で
諦
め

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
皆
が

努
力
す
る
姿
を
見
て
、
私
も
励
ま

さ
れ
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
頑
張
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。 

交
流
会
で
み
ん
な
が
自
分
の
国

 

今
回
の
写
真
展
を
参
観
し
た
人
々
の
多
く
は
、
開
拓
団
の
歴
史
、
中
国

帰
国
者
の
介
護
問
題
と
と
も
に
、
日
本
語
教
室
で
学
ぶ
受
講
生
が
書
い
た

文
章
や
き
り
絵
な
ど
に
注
目
し
て
い
ま
し
た
。 

岡
山
民
報
の
記
者
は
、
「
親
身
に
教
え
て
い
た
だ
い
て
感
謝
し
て
い
ま

す
。
も
っ
と
日
本
語
を
わ
か
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
受
講
者
の
声
を
紹
介

し
「
き
れ
い
な
字
で
書
か
れ
た
手
紙
や
中
国
か
ら
取
り
寄
せ
た
光
沢
の
あ

る
紙
を
使
っ
た
き
り
絵
が
目
を
引
き
ま
し
た
」
と
書
い
て
い
ま
す
。 

こ
こ
で
は
、
日
本
語
教
室
の
受
講
生
が
書
い
た
文
章
の
一
部
（
高
島
教

室
）
と
参
加
者
（
芳
田
学
習
講
座
）
の
感
想
文
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

現
状≫

の
見
学
を
通
じ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
日
本
語
教
室
の
み
ん
な

は
、
一
生
懸
命
勉
強
す
る
こ
と
が

で
き
る
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
参

加
し
、
知
識
を
お
お
く
し
て
、
日

本
語
の
レ
ベ
ル
が
向
上
し
て
い
ま

す
。 

 

帰
国
者
は
心
か
ら
日
中
友
好

協
会
岡
山
支
部
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。 

益
田
聖
子 

 

中
国
帰
国
者
問
題
写
真
と
資
料
展
③ 

 私
の
し
た
い
こ
と
・
希
望

（高
島
教
室
） 

私
は
高
島
公
民
館
で
日
本
語

を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
の
先

生
た
ち
は
み
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。
と
て
も
や
さ
し
い
人
だ
か

ら
、
も
う
友
達
み
た
い
に
交
流
で

き
て
、
と
て
も
い
い
勉
強
の
雰
囲

気
で
す
。
私
の
娘
は
も
う
す
ぐ
２

年
生
に
な
り
ま
す
。
毎
日
私
に
い

ろ
ん
な
問
題
を
出
し
ま
す
。
私
は

日
本
語
の
答
え
が
な
か
な
か
む
ず

か
し
い
で
し
た
、
そ
の
た
め
に
こ
れ

か
ら
日
本
語
を
一
生
懸
命
勉
強

し
た
い
で
す
。 

大
元
千
華 

 

後
楽
園
の
広
々
し
て
い
る
芝

生
、
池
、
築
山
、
回
廊
の
庭
園
は

私
を
ひ
き
つ
け
ま
す
。
美
し
い
園

景
を
た
く
さ
ん
撮
っ
て
、
パ
ソ
コ
ン

で
中
国
の
き
ょ
う
だ
い
た
ち
に
転

送
し
ま
し
た
。
き
ょ
う
だ
い
た
ち
は

後
楽
園
の
風
景
は
と
て
も
美
し
い

と
称
賛
し
て
い
ま
す
。
一
度
き
ょ

う
だ
い
た
ち
に
後
楽
園
を
見
に
来

第
１０
回≪
中
国
帰
国
者
問
題

の
歴
史
と
現
状≫
の
展
覧
は
、
４

月
１８
日
～
２０
日
、
岡
山
市
役
所

ロ
ビ
ー
で
開
催
し
て
い
ま
し
た
。 

展
示
会
は
５
つ
の
内
容
が
そ
れ

ぞ
れ
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
中

友
好
協
会
岡
山
支
部
は
、
中
国

残
留
日
本
人
孤
児
・
残
留
婦
人

及
び
家
族
の
苦
難
の
歴
史
を
正
し

く
理
解
さ
せ
る
た
め
、
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
し
ま
し
た
。
展
示
内
容

も
考
え
、
毎
回
の
見
学
は
新
し
い

感
じ
が
あ
り
ま
し
た
。 

特
に
、
中
国
帰
国
者
日
本
語

学
習
講
座
を
開
催
し
、
帰
国
者
に

日
本
語
の
勉
強
に
良
い
機
会
を
提

日
本
語
学
習
講
座
は
帰
国
者
に 

日
本
語
学
習
の
良
い
機
会
を
提
供 

 

右から益田さんと黒田さん 

第３０回記念岡山きりえ展 

２０１７ ５/２３（火）～２８（日） 

     9：00～17：00（最終日は１６：００まで） 

岡山県天神山文化プラザ ２F 第４展示室 

    主催：岡山きりえの会 

    協賛：日中友好協会岡山支部 

    後援：日本きりえ協会 岡山市教育委員会 

 


